
予測可能な支払いスケジュールと柔軟なアップグレード・オプション

IT 機器導入時に、賢い選択。他社に差をつける
戦略的なファイナンシング

ハイライト

■ 一定期間の支払いを予測できるため、

管理が容易

■ 温存した資金と信用枠をコア・ビジネ

スへ投資可能

■ 柔軟なファイナンシング条件により、

ビジネス・ニーズに対応した支払いが

可能

■ 多くの場合、ファイナンス・プロバイ

ダーが IT 機器の陳腐化リスクと廃棄

リスクを負担

■ IT 部門の意思決定を容易にする、

リース期間中のアップグレードと

終了時のオプション (返却/買い取り/

再リース)

IT ファイナンシングは、多くの場合、現金購入

よりもビジネス上の理にかなったオプション

になります。ファイナンシングの利用により、

キャッシュ・フローへの圧力が緩和され、絶

えず変動するビジネス状況に容易、かつコ

スト効率よく対応できる IT 戦略を実施で

きます。

さらにファイナンシングにより、企業内で競合

する資金需要を比較評価する必要がなくな

ります。IT投資に関する決定は、キャッシュ・

フローへの影響を懸念することなく、ビジネ

ス上のメリットと技術的事例に基づいて行う

ことができます。ビジネス要件や顧客ニーズ

への迅速な対応が必須となる場合に、IT

関連機器の取得にファイナンシングを利用

することにより、競争優位性を持つことがで

きます。

リースのメリット

ビジネスおよびテクノロジー分野のアナリス

トが行った調査は、IT リースのメリットを一

貫して指摘しており、リースの需要が増大し

ていることを強調しています。とくに信用が

不足し、従来の融資が受けられない場合、

企業はファイナンシングの導入を検討し、そ

の多くがリース・モデルへの転換を図ります。

ファイナンシングは、次のような各種のメリット

を提供しています。

● 一定期間の支払いを予測できるため、

管理が容易

● コア・ビジネスの投資に資金と信用枠を

確保

● 柔軟なファイナンシング条件により、支払

いをビジネス・ニーズに応じて調整可能

● 多くの場合、ファイナンス・プロバイダーが

陳腐化および廃棄リスクを負担

● リース期間中のアップグレードと終了時

のオプションにより IT 部門の意思決定

が容易

アナリストの評価

インターナショナルデーターコーポレイション

(IDC1) ジャパンによると、リースの主なメ

リットは、絶えず変化するビジネス要件に対

応できることと、資本支出から経費へと費

用配分の切り換えが可能であることです。

リースは会社の金融機関の借り入れ枠に

は影響を与えることはほとんど、または全

くないため、ROA (資産収益率) や負債資

本比率といった主要な財務指標を向上で

きる可能性があります。

さらに、IDC は、リースには以下のメリット

があると報告しています。

● 最新のテクノロジーを維持

● 経営の柔軟性

● 資金の確保

● 柔軟な支払いが可能

● アップグレードの柔軟性

● 陳腐化リスクの回避

● 廃棄リスクの軽減



TowerGroup2 のアナリストの報告によると、

金融市場の変動により、金融機関は与信の

3 基準 (3 C) と言われる Character（性格）、

Capacity（能力）、Collateral（担保）に基づく

従来の信用審査を強化しています。たとえ

ば、米国の民間銀行の商業不動産および建

設融資の減少率が 60 パーセントを超えた

時期にもかかわらず、その他の商工業融資

は 9 パーセント程度上昇しました。

景気の先行きが不透明な時期における銀

行の資本不足や資金を確保する動きを背

景に、ファイナンシングは IT 関連投資の決

定において最優先で検討すべきオプション

のひとつとなっています。つまり、現在の不

透明な経済環境は、多くの企業にとって IT

ファイナンシングを、不可欠なものにしてい

ます。

所有欲

少ないコストと労力で大きな成果を達成、

革新的なテクノロジーの導入、支出の削減

などが絶えず求められる昨今、IT 部門は、

この必要性に対して最も高い認識が見られ

ます。ハードウェアやソフトウェアの進歩は、

新たなテクノロジーによる優れたコスト・パ

フォーマンスを実現しますが、IT の新規投

資となると、とりわけ資金の確保が企業に

おいて重視される場合には、投資価値につ

いての十分な判断が必要になります。

所有欲は、非常に深いこだわりの感情とも

言うことができ、誰もがリースというオプ

ションを手放しで受け入れる訳ではありま

せん。事務処理や契約の煩雑さなどの固

定観念が、ファイナンシングの導入を思いと

どまらせることもあります。しかし、こだわ

りの感情をいったん脇に置いた上で、厳し

い取引状況下ではビジネスの効率性と財

務力が必要であることを考慮すると、IT 関

連の購入においては、まずファイナンシング

を検討すべきであり、現金購入は最後のオ

プションとするべきです。

予測性

取引状況が予測できた時代が過去あった

とすれば、そのような時代は終わりました。

市場へのさまざまな新規販路が出現し、経

済の流れには浮き沈みがあり、競合他社は

常に顧客の争奪戦を繰り広げています。

そのため、将来のユーザー数やデータ・ボ

リューム、処理能力の要件、アプリケーション

の新規分野などに関する予測は正確に把

握できない場合があります。手持ちのキャッ

シュを買い取りに充てることは、成長と変化

を予測できる場合には、ひとつの対応方法

と言えるでしょう。

しかし、ファイナンシングを利用した場合、初

期のシステムは直近の要件のみに対応する

ように設計すればよく、予測不能な将来のた

めにキャパシティーを確保しておく必要があ

りません。取引状況が変化したり、システム

の拡張が必要になった場合でも、ファイナン

シング利用により、ビジネス・ニーズに応じて

入れ替えやアップグレードによる拡張が可

能であり、これらの変更を改定したリース

に組み込むことができます。

購買力の増大

リースは、コストを削減して購買力を増加さ

せます。IDC の調査によると、運用コスト、

パフォーマンス・データを別にして、ライフサ

イクル全体を見据えたシステム入れ替えプ

ランと「リース　対　買い取り」の資金分析

モデルを比較すると、企業が IT機器の取

得、管理および機器の処分を行う場合の

年間コストは、ライフサイクルを見据えたシス

テム入れ替えプランに比べて 20 パーセント

近く高くなることがあります。

コストの削減による購買力の増大に加え、

ファイナンシングは財務面の管理を大幅に

簡略化できます。複数ベンダーへの支払い

から単純なリースの支払形態へ置き換わる

ことで、IT 予算の確認と管理が容易になり、

ROI 分析の改善や、ビジネス・ケースの投

資価値の正当化に役立ちます。

ビジネスの柔軟性

企業内で古くなったシステムは移行するとい

う明確な企業方針がある場合でも、最終的

にスタッフに機器を受け継ぐことを求める

IT 担当マネージャーはほとんどいません。

古くなったシステムは、保守サービスの対象

外の場合が多いため、コストのかかる廃棄

処理が実施されるまでそのまま放置される

ことがあります。これは、ビジネス上費用が

かかり、かつ時間を浪費する要因になります。

リースでは、契約終了の時点でリース終了

および資産廃棄などの各種オプションが用

意されており、さまざまなビジネスの状況に

対応できるようになっています。システムが

優れたサービスを依然として提供できる場

合もあり、この場合には、手ごろな費用で

リースを延長することにより、ファイナンシング



のメリットを継続して享受できます。使用し

ていたサーバーまたは PC が不要な場合

は返却するだけでよく、ハードウェアなどの

問題は解消されます。また、適正市場価格

で機器の買い取りが可能な場合もあります。

ファイナンシングは柔軟性をもたらすため、

企業は自社のビジネスに集中でき、IT の

資産管理にかかわる問題の多くを回避で

きます。

IT 投資をする余裕がない

多くの金融機関は IT 投資への資金提供に

消極的であり、分割払いやファイナンシング

取引に対して追加の担保を要求します。通

常、銀行やブローカーなどの一般的な金融

機関は、十分な業界知識がないために適正

市場価格の正確な評価を行えず、リース料

を引き上げてリスクをカバーしようとします。

IBM グローバル・ファイナンシングは、IT 関

連の取得ニーズに合わせた数千から数百

万ドル規模のリースや分割払いの豊富な

オプションを提供しています。最大で 50 万

ドル規模の取引内容をほんの数時間で確

認でき、IT関連の資金調達プロセスを加速

します。取引の規模が大きく、かつ複雑な場

合でも、企業ニーズに最適なソリューション

をカスタマイズします。

さらに IBM グローバル・ファイナンシングの

リースは、機器の残存価値についての市場

情報に基づき、IT システム自体を担保とし

て保証します。新規システムの購入資金や、

分割払いの担保を提供する代わりに、IT

投資の規模が非常に大きく複雑である場

合でも、初期の資金調達を最小限に抑えて

対応できるようにサポートします。

もう一度ご検討ください

すべての人が新規プロジェクトや IT インフ

ラストラクチャーの入れ替えを計画するわ

けではありません。すでに購入され、支払

済みの (減価償却の対象) PC ネットワーク、

サーバー、およびルーターなどがすべて良

好に機能していることもあります。しかし、

対話的でセルフサービス式のお客様志向

の販売ポータルを、追加予算や銀行の支援

なしで構築するようにとの指示が役員より出

された場合を想像してください。

このような場合には、まず IBMグローバル・

ファイナンシングにお問い合わせください。

新規の投資を行えるリース利用に加え、既

存システムを IBM に売却しリースバックで

きるため、購入済みかつ使用中の既存の

IT 機器の残存価値を利用することもでき

ます。調達された資金は、新規リースの初

期の支払いを低額に抑えるために使用で

きます。初期の支払いには、新規システムの

ほかに開発や実装の費用が含まれます。

トータル・ソリューション

IBMグローバル・ファイナンシングは、IT投資

に関わる課題に対して役立つソリューション

を提供します。たとえば、IBM のリースでは、

既存のインフラストラクチャーの販売とリー

スバックにより、キャッシュ・フローが改善さ

れます。売却後にリースバックされるシステ

ムは、IBM の場合もあれば IBM 以外のテ

クノロジーの場合もあり、また、これら両方

である場合もあります。IBM グローバル・

ファイナンシングは、各種メーカーのインフラ

ストラクチャーをリースバック条件に基づい

て売却した後に、この残存価値を次の IT

投資に生かす取引を設定します。

IBM グローバル・ファイナンシングは、IBM

テクノロジーと、それらの残存価値と廃棄費

用などの各種情報を独自に分析、理解する

ことにより、競争力のあるファイナンス条件を

提供できます。IBM のシステムが次の IT

投資のステップで選択される場合、組み合

わされたパッケージは IBM グローバル・

ファイナンシングのお客様に特に有利な条

件を提供します。

ソフトウェアとサービスの包括

取引には、IBM はもちろん他社製メーカー

のサービスとソフトウェア、関連するプロジェ

クトと移行費用が含まれ、包括的なソリュー

ションが提供されます。また、ソフトウェアと

サービスに対してのみファイナンシングを利

用することもできます。支払いはプロジェクト

の各フェーズ毎に設定可能で、移行や実行

段階など、予想されるプロジェクト局面の効

果カーブとキャッシュ・フローを合わせ、IT

投資から創出されるビジネス価値と、リンク

することができます。

環境関連法令・規制に準拠した信頼できる

ソリューション

環境保護運動が活発化する中、IT 業界で

は、過剰な電力消費や熱の放出量、埋め立

て資材の排出量などが危惧されています。

IT のテクノロジー・サイクルが短期化するこ

とにより、古くなったシステムを絶えず交換

しなければならなくなり、これによる廃棄

が大きな問題になっています。

業界の推定によると、2010年までに約 10億

台のコンピューターが電子機器廃棄物にな

ります。企業の標準的な廃棄戦略は、TCO

のメリットを最適化する上で重要であるとさ

れていますが、IDCの推定によると、米国に

拠点を置く会社の約 55 パーセントは IT の

廃棄戦略を実施するには至っていません。

IBM グローバル・アセット・リカバリー・サー

ビス (GARS) は、信頼を実証済みの再利

用プロセスおよびリサイクル機能を駆使し

て、環境規制に準拠した廃棄ソリューション

を提供します。GARSは、各地域および各国

の環境規制および処分規制に準拠します。

IBM グローバル・アセット・リカバリー・

サービス

IBM グローバル・アセット・リカバリー・サー

ビス (GARS) は、世界中で 1週間に推定

4 万台のマシンを処理しており、それらの

資産の約 87 % が再利用されています。年

間に処理されるハードウェアは約 5 万トン

であり、そのうち、部品としても再生できず

埋め立てに回されるものは、全体の 1 %

です。



GARS の機能には、お客様と合意した価格

によるお客様資産の買い取り、使用不能と

なった機器の処分およびデータ・セキュリ

ティーが含まれます。一定基準で実施され

るディスク上書きにより、GARS は使用可能

な IBM 機器を IBM Certified Used

Equipment™ として復元、修理、再構成処

理を実施し、再生させます。

IBM Certified Used Equipment は、さまざ

まなビジネスおよび IT の状況に対応した

代替ソリューションとなります。

● 既存アプリケーションの安定稼働、既存

システム環境の維持

● 最新の仕様を必要としないバックアップ

および災害対策システム

● データセンター移転や新製品ご導入まで

のつなぎ役など、一時的な利用

● 1 回限りまたはテスト、開発、季節的需要

のピークへの対応を目的とする追加シス

テム

● 予測不能なビジネス再編成や変更に

備えた一時的なキャパシティーの増加

当然ながら、IBM Certified Used

Equipment は、既存のリースおよび新規の

ファイナンシング契約に組み込むことができ

ます。

環境に及ぼす影響や廃棄責任の軽減、

データ上書きの基準など、IBM GARS が提

供する複合的なサービスに匹敵するものを

簡単に提供できる企業は他にありません。

GARS サービスを IBM グローバル・ファイ

ナンシングのリースに組み合わせることでコ

ストを削減できるため、ビジネス提案は

いっそう説得力を持つのです。

スリムで環境に配慮した、ペーパーレスの

マシン

IBM グローバル・ファイナンシングは、信用

審査依頼、リース見積試算に加え、見積書

作成および契約書作成を Web 上で容易に

行える使いやすいオンライン・システムを提

供しています。

IBM ビジネス・パートナー経由の購入の場

合、IBM Rapid Online Financing (ROF)

ツールは、‘セルフサービス’で信用審査依

頼や信用審査承認プロセスを提供し、リー

スの見積書は短時間で作成できます。ビジ

ネス・パートナーをサポートするために開発

されたこのツールは、リースを選択肢に加

えていただくことを目的に、ファイナンシング

提案の見積書作成や、信用審査結果の自動

通知、リース契約書の作成までを Web 上

で行います。

IBM ファイナンシングアドバンテージは、

IBM および他社製のハードウェア、ソフト

ウェアおよびサービスのリース、分割払いを

カバーする包括的なソリューションを、競争

力のある価格、ワンストップショッピングでご

提供します。リースを活用することは、お客

様資産の買い取りやリサイクルの総合的な

サービスにより強化されており、お客様の

コア・ビジネスへの投資を可能にするのと

同時に費用管理に役立ちます。

取引規模が大きく、お客様のビジネス・ニーズ

に合致したファイナンシング・ソリューション

が必要な場合、IBM グローバル・ファイナン

シングは、プロジェクト投資の効果に合わ

せた支払い形態や、IT 機器導入時に必要

となる初期投資を少なくするなど、お客様の

ニーズに合わせた支払い据え置きオプション

や柔軟な分割払いなど様 な々ファイナンシン

グを提供します。ほとんどの場合、IBMおよ

び他社製のハードウェア、ソフトウェア、サー

ビスなど IT 投資のすべてを 1 つの契約

に組み込むことにより、プロジェクト投資の

効果に合わせたお支払いができます。

IBM グローバル・ファイナンシングの主な

メリット

ファイナンシングは、規模を問わずすべての

企業のキャッシュ・フローの社内留保と投資

収益を向上させます。既存の IT アセット・

ミックスの如何を問わず、IBM グローバル・

ファイナンシングは、総合的な IT インフラス

トラクチャーに対する統一されたアプロー

チを提供し、管理を単純化して複雑な処理

を緩和します。

● テクノロジーへのフォーカスにより、競争力

の高いリース料率を提供し、コストを低減

● IBMハードウェア、他社製 IT機器のリース

だけでなく、ソフトウェアおよびサービス

を含んだファイナンシングにより、ビジネス

の柔軟性が増大 (OEM製品を含む取り

組みについては適用条件あり)

● IBM グローバル・アセット・リカバリー・

サービスにより、リサイクルを通じて IT 

資産の価値を環境規制に準拠した環境

基準に適合

IBM グローバル・ファイナンシングは、中堅企

業をはじめ、FORTUNE誌に選ばれた世界

の上位 100 社の内 90 % 以上の企業に

ファイナンシング・サービスを提供しています。

IGF は、世界最大手の IT 専門リース会社

で、3 兆円以上の資産をもち、世界 50 カ国

以上で 12万5,000社ものお客様に IT投資

にかかわるリース・ファイナンシング・ソリュー

ションを提供しています。IGFは、25年以上

にわたり、ITのリース・ファイナンシング・ビジ

ネスに携わってきた、また 2002 年から毎

年約 4 兆円のIT投資に対するリース・ファ

イナンシング・ソリューションをお客様に提供

してきた、安定した、実績のあるパートナー

です。IGFは銀行ではありませんが、売上だ

けで比較すると、米国のトップ 20 の市中銀

行に入ります。IBM グローバル・ファイナン

シングの持つその専門知識、テクノロジー

へのフォーカス、そして幅広いソリューション

を駆使して提供されるサービスは他社を大

きく引き離しています。
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IT 関連の資金調達が必要な場合は、IBM

グローバル・ファイナンシングにまずお問い

合わせください。

さらに詳しい情報は

IBMグローバル・ファイナンシング担当者また

は以下のフリーダイヤルにお問い合わせい

ただくか、以下の Webサイトをご覧ください。

0120-47-3301

受付時間 : 月～金 9:00 - 18:00

(土日祝、6/17、12/30 - 1/3 を除く)

ibm.com/financing/jp/
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